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1. はじめに

冬季の北海道西岸地域では，海上で発

達した帯状雲が流入することで局所的な

大雪が発生することがある．北海道西岸

地域に大雪をもたらす帯状雲には，大陸

からの季節風が沿海州の山岳地形の影響

で収束して発生するタイプ（Ohtake et 

al., 2009）と，間宮海峡から北海道の間で

季節風と北海道内陸から吹き出す陸風が

収束して発生するタイプ（岡林, 1969）の

2 種類がある．前者は東西方向，後者は南

北方向の走向を持つことが多い．また，収

束の要因となる北海道西岸沖の下層風は

総観規模の気圧配置によって異なること

が知られている（Kawazoe et al., 2020）． 

これまでの事例研究によって総観規模

の気圧配置と北海道西岸地域の大雪との

関係や，収束場と大雪との関係に関して

調べられているが，先行研究の多くは事

例研究である．そこで，本研究では長期間

の気象データを用いた統計解析により，

北海道西岸沖で生じる下層風の収束場，

北海道周辺の総観場規模の気圧配置と日

本海側地域の大雪との関係を明らかにす

ることを目的とした．ここでは，2010 年

から 2022 年の冬季（12–2 月）の期間に

おいて，北海道西岸地域の 4 地点（札幌・

小樽・岩見沢・留萌）を対象に，大雪と収

束場，総観場との関係について調査した． 

2. 研究方法

2010 年から 2022 年の冬季（12-2 月）

における前 1 時間降雪量データを 3 時間

分積算し，3 時間降雪量データを作成した．

本研究における大雪は，得られた 3 時間

降雪量のうち，95 パーセンタイル値を超

えるものとする．具体的には札幌で

8.0cm/3h（81 事例），岩見沢で 9.0cm/3h

（118 事例），小樽・留萌でそれぞれ

7.0cm/3h（120 事例），7.0cm/3h（142 事

例）を超える場合を大雪とした． 

次に，自己組織化マップ（ Self-

Organizing Maps; SOM ）（ Kohonen, 

1982）を用いて，大雪発生時の収束場と

冬季の気圧配置をそれぞれ 16 種類に分

類した．収束場の分類では 1 地点以上で

大雪を観測した日時において，気象庁の

メソ数値予報モデル GPV（MSM）におけ

る 950hPa 面の水平風収束（43.4°–46.6°

N, 138.9°–141.3°E）を分類した（図 1）．

また，気圧配置の分類では 2010 年から

2022 年の冬季（12-2 月）の期間において，

気象庁 55 年長期再解析（JRA-55; Koba-

yashi et al., 2015）の 3 時間間隔の海面

更正気圧（35°–60°N, 120°–165°E の領域）

を SOM の入力値として分類を行った．さ

らに，SOM によって分類された日時と大

雪の日時とを対応させて，北海道周辺の

気圧配置，北海道西岸沖の収束場と 4 地

点の大雪事例との関係を調べた．

3. SOM分類と大雪事例の対応

三者の関係を調査するため，SOM の収

束場と総観場の分類結果を集約し，表1に

まとめた．ここで，収束場は走向に着目し

南北走向（NS）と東西走向（WE）の 2 つ

に分けた．総観場は低気圧の中心位置を
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基準に，カムチャツカ型，択捉型，その他

に分類した． 

表 1 によると，低気圧の位置が同じ型

であっても，札幌では収束場が南北走向

の場合に大雪事例の割合が高く，岩見沢

では東西走向の場合に割合が高いことが

分かった．一方，小樽では択捉型では東西

方向，カムチャツカ型では南北走向で大

雪となる割合が高く，2 通りの低気圧の位

置で走行の異なる収束場が大雪をもたら

すことが分かった．留萌では他の 3 地点

と比較して割合が散在している特徴がみ

られた． 

図 1 自己組織化マップを用いた収束場

の分類結果．矢印は 950hPa における風

向と風速を表し，カラーは収束の強さを

表す．赤枠は SOM の学習で使用した領域

であり，それぞれの図は分類された収束

場と風の合成図である．括弧内の数字は

分類された日時、すなわち大雪事例の割

合を表す． 

表 1 4地点における大雪事例の内訳（%） 

4. まとめ

本研究では，北海道西岸沖における収

束場と北海道周辺の総観場，4 地点におけ

る大雪との関係を長期間のデータを用い

て統計解析を行った．札幌では南北走向

の収束場において約 49%，岩見沢では東

西走向の収束場において約 56%の大雪事

例が発生していたことから，収束場の走

向で大雪の発生位置がある程度説明でき

ることが確認された．一方，留萌と小樽は

南北・東西のいずれの収束場でも大雪が

発生しうることが確認された．これらの

結果は，札幌や岩見沢では後志山地や増

毛山地などの地形の影響を受けるのに対

して，小樽と留萌では地形の影響が比較

的弱いことを反映したものと考えられる． 
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